
 平成３０年度 学校評価について（報告） 

◇ 評価項目 

１．教育活動全般に関する領域（教育目標，教育計画，施設設備） 

２．学習活動に関する領域（教育課程，学習指導） 

３．生徒指導に関する領域（学校生活，特別指導，教育相談，学校保健） 

４．進路指導に関する領域（進学指導，進路相談） 

５．その他 

 

◇ 評価実施結果 

実施日 平成３０年１０月３０日～１１月６日  対象：全校生徒（回収率：９４.５%），保護者（回

収率：８８.７%） 

 評価段階（左側から順次配置） 

 そう思う  大体そう思う  あまりそう思わない  そう思わない  無回答 

 

◇ 評価結果と分析（数値の単位は％） 

１．教育活動全般に関する評価領域  

 質 問 項 目 生 徒 保 護 者 

１ 
本校の教育方針を理解

している 

  

2 
部活動は活発に行われ

ている 

  

3 
有意義な学校行事があ

る 

  

4 

地域や伝統などに根ざ

した特色ある学校づく

りに取り組んでいる 
  

5 

学校便りなどによっ

て，学校の情報は適切

に伝えられている 
  

6 

校舎やグランドなどの

施設や設備は整備され

ている 
  

7 
学校生活は充実してい

る 

  

8 

本校の PTA 活動は，保

護者と教職員とが協力

して活発に行われてい

る 

 

 

◆『教育方針の理解』については，肯定的な評価が約８５％となっており，本校の教育方針について

概ね理解していただいていると考えます。機会をとらえて説明を心掛けているところですが継続して，

理解を深めていただけるよう努力してまいります。  



◆『部活動』については，例年肯定的な回答を多くいただいています。保護者の皆様のご理解とご協

力，そして生徒が熱心に取組んでいる結果と判断します。本年度は，ボート部，柔道部，自動車部が

全国大会出場，ラグビー部，剣道部，陸上部，卓球部が東北大会出場など，各運動部・文化部ともに

活躍が目立ちました。本校では，部活動を教育活動の一環として，また，特色づくりとしても継続し

て力をいれていくとともに，生徒が学習との両立を図りながら，さらなる高みを目指して取り組んで

いきます。 

◆ＰＴＡ活動では肯定的な回答が８割を超え概ね良好に評価して頂いております。今年度は PTA 新

聞の充実と HP のリニューアルによる学校行事や部活動の紹介などに取り組みました。今後も学校と

家庭そして地域を結ぶ重要な活動として，連携・協力のもと一層の充実を図り実践していきたいと思

います。 

◆教育活動全般の項目は，生徒が充実した高校生活を送るうえで，重要な評価項目としてとらえてい

ます。全般的にみて，生徒・保護者ともに良好な傾向を示していると思われますが，この評価に満足

することなくさらなる改善を図り，その取り組みを実感してもらえるよう努力してまいります。 

２．学習活動に関する評価領域 

 質 問 項 目 生 徒 保 護 者 

1 

学ぶ意欲を引き出し，

学力を身につけられ

るような授業が行わ

れている   

2 

本校の教育課程を理

解するためにシラバ

スを 

利用している（生徒）

/利用していることを

知っている（保護者） 

  

3 
あなたは，学習内容に

ついて満足している 

 

 

4 

授業に対して真面目

に取り組んでいる（生

徒）/家庭学習の習慣

が身に付いている（保

護者） 
  

5 

本校は，ものづくりの

基本が身に付くよう

に授業が展開されて

いる  

 

6 

本校は，資格取得 

を目指した指導を行

っている（生徒）/に

向けて取り組んでい

る（保護者） 
  

◆『学ぶ意欲を引き出し学力を身につける授業』の実践に向けて，授業力向上の一環として ICT の

活用とアクティブラーニングを意識し，研究授業や研修会への積極的参加で，授業力向上に向けた取

組を行っているところです。また，視聴覚機材も充実されてきており，今後もさらに改善を図り，質

の高い授業実践を心掛けます。 

◆『シラバス』には，１年間の学習内容や評価方法などが記載されています。年度当初に科目ごとに

生徒に配付していますが，今回の調査で活用状況や認知度が低い結果となりましたので，一層配慮し

たいと考えています。また，振り返りや次の目標を立てられるように，年間で利用できるように様式

や内容の提示に関して工夫していきたいと考えています。 

◆『資格取得』は，生徒のキャリア形成そのものであり，早期の進路決定にも結びついています。ア

ンケートより，本校の取り組みは生徒，保護者から高く評価されていることがわかりますが，今後も



みやぎクラフトマン２１事業などの外部指導者の支援も仰ぎながら指導を強化・継続していきたいと

考えています。資格取得は，学校生活のバランスを考えながら計画的に行うことが大切です。年間計

画を参照頂き，学校行事・考査・部活動等の予定を考慮しながら取得をご検討ください。また，具体

的な申込日等は担当者から連絡や掲示がありますので時機を逃さないように手続きをお願いします。 

◆『学習習慣』については，「授業」が教育活動の根幹であることを，生徒に日々の学習を大切にす

るよう指導しています。家庭学習についても，半数は家庭学習が身に付いていないとの回答でした。

適切な課題・宿題等を出すと共に，学校と家庭の連絡を密にして，保護者の方々にもご協力をいただ

きながら一層の習慣づけを図っていきたいと考えています。考査の前後には，成績指導が必要な生徒

に対する組織的な学習指導を行っています。 

３．生徒指導に関する評価領域 

 質 問 項 目 生 徒 保 護 者 

１ 

挨拶やマナーなどの基

本的生活習慣の確立に

関する指導が行われて

いる   

2 
あなたは，挨拶をよく

している 

 

 

3 

教員やカウンセラーが

必要な時に相談に応じ

てくれる体制ができて

いる   

4 
生徒会活動は活発に行

われている 

  

5 
服装・髪型をきちんと

している 

  

6 

交通安全を心がけてい

る（生徒）/交通安全教

育の充実に積極的に取

り組んでいる（保護者）   

7 

所持品の自己管理を徹

底している（生徒）/盗

難防止の指導を徹底し

ている（保護者）   

8 

日頃からいじめの早期発見

に取り組んでいる（生徒）/

いじめの問題に対する取組

方針が保護者と共有されて

いる（保護者） 
  

◆『基本的生活に関する指導』は，肯定的な回答が多くその意義，そして指導内容についても理解を

得られていると考えます。基本的生活習慣の確立は，高校生活においてだけではなく生徒の進路，そ

して将来においても大切なこととして指導を行っています。保護者の皆様にもこれらのことをご理解

いただき，生徒が規則正しい生活で充実した高校生活を送れるようご協力をお願いします。  

◆『服装・頭髪』については，身だしなみ指導として年３回検査を実施していますが，再検査を受け

る生徒もいます。生徒自身の積極的理解と自主的な行動がなければ単なる「押しつけ」になってしま

います。保護者の皆様のご理解とご協力をお願いします。 

◆『交通安全』では，今年度交通違反（レッドカード）数が減少しました。今後も，家庭と協力しな

がら指導していきたいと思いますので，ご協力をよろしくお願いします。 



◆『いじめ』については，「いじめは絶対に許さない！」を共通認識として様々な場面で指導してい

ます。今年度アンケート調査の回数を増やすなど実態把握に努め，早期発見，そして迅速な対応がで

きる体制を整えております。また，本校の HP に「学校いじめ防止基本方針」を掲載し公開していま

すのでご覧ください。これからも家庭と情報を共有しながら，いじめが起きない環境を整備していま

す。 

◆教育相談に関しては，今年度は年間３０回スクールカウンセラーと年間２４回スクールソーシャル

ワーカーが来校され教育相談を行っております。臨床心理士や社会福祉士の資格をお持ちの先生方で

すので、保護者の皆様も相談したいことがありましたら是非ご利用ください。 

４．進路指導に関する評価領域 

 質 問 項 目 生 徒 保 護 者 

1 

進路目標の明確化に

向けた適切な指導が

行われている 
  

2 

進路ガイダンスや進路講話

等を実施する必要性を感じ

ている（生徒）/進路講話・

進路ガイダンス等を積極的

に行っている（保護者） 
  

3 

あなたは，家族とよく

相談しながら進路に

ついて考えている 
 

 

4 

本校は，進路に関する情報

を十分に与えている（生

徒）/家庭との連絡を密に

し，進路指導を行っている

（保護者） 
  

◆自分のあり方・生き方を考え続ける力を醸成し予測が難しいと言われるこれからの社会を生きてい

くために自分の進路目標を明確にさせ、職業レディネステストや職業適性検査を実施しています。 

◆１，２年生は２月に、３年生は６月に進路ガイダンス行い、また進路講話は進路指導専門のエキス

パートによる話で国内での就職・進学状況や課題そして学生時代に必ずしておくべきことなど有意義

な企画で，家族とよく相談して自分の進路を考察出来る体制作りを目指しています。これらの行事に

ついては当然保護者の皆様にも御案内しております。 

◆また全学年を対象に毎月１回外部講師による公務員課外講習会を実施し，さらに生徒・保護者の皆

様にも個々の面談やクラスの進路相談は言うまでもなく，進路指導室の廊下にも進路コーナーを設け

進学に関する情報の提供もその都度迅速に行い，親切で丁寧な指導を心掛けています。 

５，その他 

 質 問 項 目 生 徒 保 護 者 

1 

災害・非常時の避難方

法や連絡方法は伝えら

れている 
  

2 

あなたは，公共物を大

切に使おうと心がけて

いる 
 

 

3 

本校の図書館は，利用

しやすくなっている

（生徒）/本校の朝読書

は，生徒にとって有効

な活動である（保護者） 
  



4 

本校のホームページ

は，有効な情報を発信

している 
  

5 

本校の PTA メール配信

システムは，有効な情

報を発信している 

 

 

◆『非常災害時の連絡方法』については，約 9 割の生徒・保護者が肯定的に回答しています。今年度，

大規模地震発生時における対応として災害発生時の引渡し判断基準の明示と引き渡しカード作成等

で充実を図り，生徒に対しても生徒手帳に掲載した資料で確認することで理解に努めています。今後

も災害はいつ起こるか予測がつかないことから，普段から定期的に防災訓練や防災教育等で確認を行

い，災害時の対応についての学習の充実に努めます。  

◆『学校ホームページ』は，適切な個人情報等の管理を行いながら，学校生活や各種行事の報告等，

更新を定期的に行うことにより情報をお伝えできるように務めます。  

◆『メール配信』につきまして，臨時休校の連絡などは午前５時半の配信に努めてきました。今後も

継続してまいりますので，メール配信の登録をお願いします。また，『メールが配信されない』とい

うご意見も頂いておりますが，ご利用端末のメール受信設定によりブロックされている場合もありま

す。詳しくは本校ホームページをご覧いただきご対応をお願いいたします。 

◆図書館教育の一環として，読書に対する関心を高め，より一層読書に親しむ生徒の育成を目指して，

定期的に図書館だよりを発行しています。また，生徒が利用する蔵書検索システムも継続運用中で，

ニーズに対応しています。今後も蔵書数の拡張を目指し，さらに利用しやすい図書館づくりに努めた

いと思います。 

６ まとめ 

◆各評価項目とも，年度ごとの比較では多少の増減はあるものの肯定的な回答の占める割合が多く，

総合的には理解していただいていると思われます。しかし，項目ごとで見た場合には，否定的な回答

が少ない割合であっても重く受け止め，少数の意見にも真摯に受け止め改善に努めてまいります。 

◆自由記述でも数件のご意見をいただきました。すべて拝見させていただき，次年度の計画立案時に

参考とさせていただきました。 

◆学校評価は，生徒や保護者の皆様のニーズに応じた教育を目指すとともに，社会の変化に対応した

「特色ある学校づくり」の推進を図るため，本校の教育内容を点検・評価することで改善方法を明ら

かにし，教育活動の継続的な改善を図るためご協力いただいています。今回のアンケート結果につき

ましては，今後の本校教育活動の参考にさせていただき，学校の取組みに反映させてまいる所存です。 


